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80GHz帯の周波数の電波を使用する
陸上移動局の動向
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80GHz帯の陸上移動局の審査基準

項目 基準

通信方式 単向通信方式又は複信方式

周波数 図１参照

空中線電力 1W 以下

送信空中線の
絶対利得

55dBi 以下

移動範囲 当該業務を遂行するために必要な範囲内であること。

混信防止 （ア）同一システムとの運用調整
（イ）76.5GHz帯及び79.5GHz帯の周波数の電波を

使用するミリ波レーダー用特定小電力無線
システムとの共用

（ウ）電波天文業務の用に供する受信設備との
運用調整

80GHz帯の周波数の電波を使用する陸上移動局の審査基準を示す。

“陸上無線通信委員会報告 「業務用陸上無線通信の高度化等に関する技術的条件」
のうち、
「80GHz 帯高速無線伝送システムのうち狭帯域システムの技術的条件」 “より

図1:チャンネル配置
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80GHz帯の陸上移動局運用状況

2022年1月現在、免許数は約800局で、免許の発行件数は、年々増加している。

無線局の目的 局数

電気通信業務用 699

公共業務用 36

一般業務用 61
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“陸上無線通信委員会報告 「業務用陸上無線通信の高度化等に関する技術的条件」
のうち、
「80GHz 帯高速無線伝送システムのうち狭帯域システムの技術的条件」 “より
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80GHz帯の陸上移動局 適用例１
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80GHz帯の陸上移動局 適用例２




